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研究成果の概要（和文）：本研究では、Google Apps、C-Learning、Dropbox、FacebookならびにEvernoteなどのクラウ
ドサービスをベースにして、PC、スマートフォンならびにタブレットによる統合的な学習支援環境の可能性について検
討し、47項目による評価規準を提案した。その結果、クラウドサービスには協調学習支援システムとしてのポテンシャ
ルが十分あることを示した。ならびに、協調学習支援システムの条件として異なるハードウェア（PC、スマートフォン
ならびにタブレット）間と異なるユーザー間におけるシームレスなファイル共有ならびに同期が不可欠であることを示
した。

研究成果の概要（英文）：In this study, I investigated the possibility of cloud services such as Google 
Apps, C-Learning, Dropbox, Facebook and Evernote. And evaluation criteria by 47 items have been suggested 
to evaluate integrated learning support performance.
As a result, this study showed that cloud service developed for a business solution was not available for 
a substitute of conventional LMS. However, I showed that there was enough potential of the cloud service 
as the cooperative learning support system. I showed that seamless File Sharing and synchronization 
between the different hardware (PC, Smartphone and Tablet) and different users were indispensable to use 
cloud service as a nucleus of the cooperative learning support system.

研究分野：技術経営、教育工学
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１．研究開始当初の背景 
 
本研究の背景について述べる。本研究の開

始当初、今と比較してもインターネットに代
表される通信環境とコミュニケーション技
術の発展が目覚ましく、ソーシャルネットサ
ービスやクラウドサービスなどの高機能な
インターネットサービスを低コストかつ柔
軟に導入できるようになっていた。 

スマートフォンに代表されるスマートメ
ディアは、搭載 OS の改良とアプリの拡充に
より、デスクトップ PC と同等の端末機能を
より手軽に持ち運ぶことが可能なハードウ
ェアとなった。そればかりか、スマートメデ
ィアのソフトやハードの自由度の高さ、機動
性ならびに直感的なインターフェースは、そ
れまでのデスクトップ PC を凌駕するのでは
ないかと期待させる斬新さがあり、前述の市
場動向に連動して教育の現場にもスマート
メディアが爆発的に導入されると予想され
た．しかしながら、それらの優れた特性を活
かすための方略を慎重に見つけないと，教育
支援ツールとしての選択肢には成り得ない。
教育分野でこれを活用するための学習支援
環境の確立が急務となっている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、クラウドサービスやソーシャル

ネットサービスをベースにして、PC、スマー
トフォンならびにタブレットによる統合的
な学習支援環境の実現性に関する知見を見
出すことを目的する。 

 
３．研究の方法 

本研究は 4 つの課題がある。 
 
【課題 1】Google Apps ベースの学習支援環
境 
Google Apps によるサービスは優れたクラウ
ドアプリ（メール、ブログ、ドキュメントと
カレンダー）環境を低コストで提供している。
しかし、基本的にはビジネス用ツールのため、
教育用の学習ポートフォリオとして作り込
まれたインターフェースが用意されている
わけではない。ユーザーごとの学習データを
バックアップするための機能がないため、シ
ームレスな情報共有が行えない。 
【課題 2】スマートデバイスからのアクセス 
電子化した教材のビューアとしては手軽で
使いやすい。軽量であること、内蔵バッテリ
ーによる駆動時間が長いこと、アプリケーシ
ョンの切り替えが早いことなど、多くの特長
を備える。 
しかしながら、現状では、学習ポートフォリ
オ機能を提供する専用のアプリケーショ
ン・ソフトウェアがないため、PDF ビューア、
インターネット閲覧、ファイルダウンロード
などの個別のソフトウェアをその都度切り

替える必要があり、学習支援ツールとして統
合化された環境を提供できない。 
【課題 3】ファイル共有 

アクティブ・ラーニングの一つの形態とし
て、自立分散協調型学習”を構成する一つの
要素は、ファイルの共有である。授業履修者
間におけるファイル共有を統合的に管理す
る手立てが確立されていない。 
【課題 4】学習ファイルの所有権 

学習ポートフォリオとして蓄積した学習
ファイルは、その所有者が管理する。ここで、
学習ファイルの所有者は、本質的に学習者自
身であることは疑い様のない事実である。し
かし、システム上の“所有者”は学習者では
なく、システム管理者になることが多い。通
常の学習作業の範囲では、この観点について
特に問題視する必要性は見出されない（この
事が原因となって、学習者が不利益を被った
との報告は未だかつてされていない）。 
しかしながら、学習ファイルの所有権は学習
者にあることが保障されるシステムである
ことが望ましい。 

タブレット端末を学習支援ツールとして
利用するために、タブレットモードに対応し
た学習ポートフォリオ（サードパーティ製）
の選定を行った。タブレットの機種依存性を
排除するためには、タブレット端末用の各種
OS に対応していることが条件となる。 
タブレットの利用に関するフィールドデー
タを収集するのに当たって、研究代表者の所
属する機関においてすでに導入された iPad
を対象端末とした。 
以上の課題に取り組むために、Google 

Apps ならびにサードパーティ製の学習ポー
トフォリオを導入し、（利便性、学習効果、
運用コスト）に関する比較検討を行った。 

サードパーティ製の学習ポートフォリオ
として、株式会社ネットマン社の教育機関向
けオンライン商品である「C-Learning」を選
定した。また、ファイル共有を実現するため
のツールとして、Google Apps Drive サービ
スならびに Dropbox 社ビジネスライセンス
の比較を行った。 
さらに、近年のソーシャルメディアサービ

スの拡充は、目覚ましいものがある。分散協
調学習を支援するためのツールとして、
FacebookならびにEvernoteに関する検討を
行った。 
 
４．研究成果 

Google Apps Educational Edition の通常
機能をベースにした学習支援システムはビ
ジネスソリューション機能がベースになっ
ているため、専用の LMS アプリケーション
と比較すると疑似的な学習支援機能を実現
するのに止まった。これらについては、研究
第一年度に学会発表や研究会を通じて成果
発表した。 



その結果、本成果について Google 社の学
術担当と直接議論する機会を得て、是非改善
を図る様に働きかけた。 

Google 社は、平成 26 年 8 月に Google 
Apps Educational Edition のユーザーなら
びに学術機関の希望者を対象に Classroom
サービス（以下、Google Classroom）を公開・
提供を開始した。 

Google Classroom の目的は、授業におけ
る課題の作成と回収をペーパーレス化する
ことにおかれている。Google ドキュメント
のコピーを生徒の人数分作成する作業を自
動的に行う機能を利用すれば、教員は授業の
準備の時間を節約できる。また、課題ごとや
生徒ごとに、ドライブのフォルダが自動的に
作成されるので、課題の管理が容易になる。 

学生は [課題] ページで課題の期限をす
ぐに確認し、ワンクリックで学習を開始でき
る。教師はどの生徒が課題を提出済みでどの
生徒が未提出なのか容易に確認できるほか、
リアルタイムにフィードバックを直接返し
たり、Classroom で成績をつけたりすること
ができるなど、インターラクティブな環境を
実現する。 

この Google Classroom を利用して、授業
のフローを作成した結果を図 1 に示す。 

 
図 1 Google Classroom による科目サイト 
 
本研究では、協調学習を支援するために必

要な機能を評価するために、システム要件、
組織の視点、教授者の視点ならびに履修者の
視点の 4つの視点における評価規準を提案す
る（表 1）。 

 

表 1 自立分散協調学習支援システムの評価基準 

対象アプリケーションの評価 

項目の分

類 
詳細項目 

システム要件 

  オンラインサービス、クラウドサービス

  スマートフォンモード対応 

  タブレットモード対応 

  多言語台頭 

  独自ドメインの登録 

  翻訳機能 

  無償 

組織の視

点 
  

  カリキュラム管理 

  時間割作成 

  開講科目のスケジュール管理 

  セキュリティ管理 

  学生生徒の成績管理 

  学生･生徒の履修管理 

  科目担当教員管理 

  スケーラビリティ 

  複数の科目を開設できる 

  ゲストアカウント 

  出席管理機能（全体） 

教授者の視点 

  LMS 上のファイル共有（教室単位） 

  
LMS 上のファイル共有（教員と学生、

個別に） 

  LMS 上のファイルキャビネット 

  
デスクトップとオンラインストレージの

同期 

  グループ作成機能 

  通知機能 

  ブログ、電子掲示板 

  アンケート・小テスト機能 

  レポートの評価と採点 

  シラバスの作成と掲載 

  ルーブリック作成機能 

  コースアウトライン 

  ルーブリックとリンクした成績評価 

  採点表 

  ビデオファイルの登録 

  教材ファイルの登録（アップロード） 

  
橋座ファイルの登録（オンラインストレ

ージ） 

  外部 Web コンテンツのリンク 

  グループメール機能 



  出欠確認 

  科目の履修登録者リスト 

履修者の視点 

  履修登録 

  履修科目一覧 

  時間割表 

  検索機能 

  学習ノート機能 

  教材へのアクセシビリティー 

  レポート機能、ファイルアップロード 

  成績表 

 
自立分散協調学習支援システムを構築す

る際に必要となる項目を、システム要件とし
て定義する。自立分散協調学習支援システム
は、教員が個人の範囲で導入する場合と学科、
学部あるいは大学等の組織単位で導入する
場合の二つの形態が想定される。そこで、評
価基準として、組織の視点における項目と教
授者の視点における項目、ならびに、履修者
の視点における項目を定義する。 

システム要件としては、クラウドサービス
であること、スマートフォンとタブレットモ
ードに対応していること、多言語表示が可能
であること、翻訳機能を有していること、な
らびに無償で提供されることを詳細項目と
して設定した。 

組織の視点については、カリキュラム管理、
スケジュール管理、スケーラビリティならび
にセキュリティなど、11 の項目を定義した。 

教授者の視点については、ファイルの共有
と同期に関する機能、シラバス、ルーブリッ
クならび成績評価など中心にして 21 項目を
定義した。 

履修者の視点については、履修登録、レポ
ート機能、教材へのアクセシビリティー、成
績表など 8 つの項目を定義した。 

以上の項目について、本研究で検討を進め
た 4 つのアプリケーションについて、下記の
評価規準(表 2)に基づいて評価した結果を表
3 に示す。 

 

表 2 採点の評価基準 

評価基準 評定 

大変優れている A 

優れている B 

どちらとも言えない C 

使いにくい D 

当該機能がない X 

 

 

 

表 3 総合評価 

 

 
本研究では、Google Apps、C-Learning、

Dropbox、Facebook ならびに Evernote など
のクラウドサービスをベースにして、PC、ス
マートフォンならびにタブレットによる統
合的な学習支援環境の可能性について検討
し、47 項目による評価規準を提案した。その
結果、ビジネスベースのクラウドサービスを
ベースにした範囲では、協調学習支援システ
ムとして十分に機能しないこと、ならびに異
なるハードウェア（PC、スマートフォンなら
びにタブレット）間と異なるユーザー間にお
けるシームレスなファイル同期が不可欠で
あることを示した。 

この研究の成果は、Google 社による新し
い教育クラウドサービスに影響を与え、
Classroom のリリースに貢献したものと考
えられる。 
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